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【発行日】平成27年2月19日(2015.2.19)

【公開番号】特開2014-230863(P2014-230863A)
【公開日】平成26年12月11日(2014.12.11)
【年通号数】公開・登録公報2014-068
【出願番号】特願2014-159732(P2014-159732)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２０　
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【手続補正書】
【提出日】平成26年12月18日(2014.12.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　始動領域を遊技媒体が通過した後に可変表示の開始条件が成立したことにもとづいて可
変表示する可変表示手段における表示結果があらかじめ定められた特定表示結果となった
ときに遊技者にとって有利な有利状態に制御する遊技機であって、
　前記有利状態として、第１有利状態と、第２有利状態とがあり、
　前記始動領域を遊技媒体が通過したときに、表示結果を前記特定表示結果とするか否か
を決定するための情報を記憶する保留記憶手段と、
　前記開始条件が成立したときに、前記保留記憶手段に記憶されている前記情報を用いて
、前記開始条件が成立した可変表示の表示結果を前記特定表示結果とするか否かを決定す
る開始条件成立時決定手段と、
　前記始動領域を遊技媒体が通過した後、当該通過に対応する可変表示の前記開始条件が
成立する前に、当該通過にもとづいて実行される可変表示の表示結果が前記特定表示結果
になるか否かと、当該特定表示結果となったときに制御する前記有利状態が前記第１有利
状態となるか前記第２有利状態となるかとをあらかじめ判定する開始条件成立前判定手段
と、
　前記開始条件成立前判定手段により判定された可変表示以前に予告対象画像を表示する
とともに、該予告対象画像の少なくとも一部の画像を複数種類の態様のうちいずれかの態
様の画像にて表示する予告演出を実行する予告実行手段とを備え、
　前記予告実行手段は、前記開始条件成立前判定手段により前記第１有利状態となると判
定された場合と前記第２有利状態となると判定された場合とで、前記予告演出において表
示する画像の態様を異なる割合で選択して実行する
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
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　本発明は、始動領域を遊技媒体が通過した後に可変表示の開始条件が成立したことにも
とづいて可変表示する可変表示手段における表示結果があらかじめ定められた特定表示結
果となったときに遊技者にとって有利な有利状態に制御するパチンコ遊技機等の遊技機に
関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　また、始動入賞口に遊技球が入賞（始動入賞）したときに、その始動入賞にもとづいて
開始される識別情報の可変表示の表示結果が特定表示結果になるか否か判定し、判定結果
に応じて、特定表示結果になることに対する予告演出（連続予告演出）を実行するように
構成された遊技機がある（特許文献１参照）。また、特許文献１に記載された遊技機は、
複数回の可変表示の各々において、実行される予告演出に対応する音声を出力する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　しかし、特許文献１に記載された遊技機では、予告演出の興趣が低下するおそれがある
。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　そこで、本発明は、連続予告を実行する遊技機において、遊技の興趣を向上させること
を目的とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明による遊技機は、始動領域（例えば、第１始動入賞口１３や第２始動入賞口１４
）を遊技媒体（例えば、遊技球）が通過した後に可変表示の開始条件（例えば、大当り遊
技中でなく、かつ、特別図柄の変動が実行されていないこと）が成立したことにもとづい
て可変表示する可変表示手段（例えば、演出表示装置９）における表示結果があらかじめ
定められた特定表示結果（例えば、大当り図柄）となったときに遊技者にとって有利な有
利状態（例えば、大当り遊技状態）に制御する遊技機であって、有利状態として、第１有
利状態と、第２有利状態とがあり、始動領域を遊技媒体が通過したときに、表示結果を特
定表示結果とするか否かを決定するための情報（例えば、ランダムＲおよびランダム２－
１）を記憶する保留記憶手段（例えば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０において
、ＲＡＭ５５の保留記憶バッファにおける保存領域）と、開始条件が成立したときに、保
留記憶手段に記憶されている情報を用いて、開始条件が成立した可変表示の表示結果を特
定表示結果とするか否かを決定する開始条件成立時決定手段（例えば、遊技制御用マイク
ロコンピュータ５６０において、ステップＳ５４の処理を実行する部分）と、始動領域を
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遊技媒体が通過した後、当該通過に対応する可変表示の開始条件が成立する前に、当該通
過にもとづいて実行される可変表示の表示結果が特定表示結果になるか否かと、当該特定
表示結果となったときに制御する有利状態が第１有利状態となるか第２有利状態となるか
とをあらかじめ判定する開始条件成立前判定手段（例えば、遊技制御用マイクロコンピュ
ータ５６０において、ステップＳ２２３の処理を実行する部分）と、開始条件成立前判定
手段により判定された可変表示以前に予告対象画像を表示するとともに、該予告対象画像
の少なくとも一部の画像を複数種類の態様のうちいずれかの態様の画像にて表示する予告
演出を実行する予告実行手段とを備え、予告実行手段は、開始条件成立前判定手段により
第１有利状態となると判定された場合と第２有利状態となると判定された場合とで、予告
演出において表示する画像の態様を異なる割合で選択して実行することを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　予告実行手段は、特定表示結果が導出表示される可変表示以前に実行される可変表示中
に予告演出を実行する場合に、予告対象画像（例えば、図３７（Ａ）～（Ｃ）に示す連続
予告Ｃにおける木の画像９ｇ，９ｈ，９ｉ）の少なくとも一部の画像を同一態様の共通画
像（例えば、二重丸）で第１の所定回（例えば、２回）以上可変表示手段に表示させる予
告演出を実行し（図４８，図４９，図５１参照）、非特定表示結果が導出表示される可変
表示以前に実行される可変表示中に予告演出を実行する場合に、同一態様の共通画像を含
む予告対象画像の表示回数を第１の所定回未満にする（図４７参照：はずれになる場合に
は、１回（ｃ１のみ））ように構成されていてもよい。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　所定の特別条件（例えば、乱数にもとづく抽選によって確変大当りとすることに決定さ
れたこと）が成立したことにもとづいて、遊技状態を、通常状態から、該通常状態である
ときに比べて可変表示が特定表示結果になりやすい高確率状態（例えば、確変状態）に移
行させる遊技機であって、予告実行手段は、特定表示結果が導出表示された後遊技状態を
高確率状態に移行させるときに予告演出を実行する場合には、予告対象画像（例えば、図
３７（Ａ）～（Ｃ）に示す連続予告Ｃにおける木の画像９ｇ，９ｈ，９ｉ）の少なくとも
一部の画像を同一態様の共通画像（例えば、二重丸）で第２の所定回（例えば、３回）以
上可変表示手段に表示させる予告演出を実行し（図４９，図５１参照）、高確率状態に移
行させない場合に予告演出を実行するときには、同一態様の共通画像を含む予告対象画像
の表示回数を第２の所定回未満にする（図４８参照：通常大当りになる場合には、２回（
ｃ１，ｃ２のみ））ように構成されていてもよい。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　予告実行手段は、同一態様の共通画像を含む予告対象画像を所定回以上表示手段に表示
する予告演出において使用されるが、同一態様の共通画像を含む予告対象画像の表示回数
を所定回未満にする場合には使用されない画像を所定の優先順位に従って決定する（使用



(4) JP 2014-230863 A5 2015.2.19

されないことに関する優先順位は予告ｃ２が高く、次いで予告ｃ３が高い。）ように構成
されていてもよい。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　所定の特別条件（例えば、乱数にもとづく抽選によって確変大当りとすることに決定さ
れたこと）が成立したことにもとづいて、遊技状態を、通常状態から、該通常状態である
ときに比べて可変表示が特定表示結果になりやすい高確率状態（例えば、確変状態）に移
行させる遊技機であって、保留記憶手段は、表示結果を特定表示結果とするか否かを判定
するための情報として乱数値を記憶し、通常状態で使用され乱数値と比較される判定値が
設定された通常状態時判定テーブル（例えば、図１０（Ａ）の左欄に示す通常時大当り判
定テーブル）と、高確率状態で使用され乱数値と比較される判定値が設定された高確率状
態時判定テーブルと（例えば、図１０（Ａ）の右欄に示す確変時大当り判定テーブル）を
備え、高確率状態時判定テーブルには、通常状態時判定テーブルに設定されている判定値
を含み、通常状態時判定テーブルに設定されている判定値の数よりも多い数の判定値が設
定され（図１０（Ａ）参照）、開始条件成立前判定手段は、始動領域を遊技媒体が通過し
たときに記憶された乱数値が通常状態時判定テーブルに設定されている判定値と一致する
か否か判定することによって、表示結果が特定表示結果になるか否かを判定する（例えば
、ステップＳ２２３の処理で図１０（Ａ）の左欄に示す通常時大当り判定テーブルを用い
て大当りになるか否か判定する）ように構成されていてもよい。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　開始条件成立時決定手段の決定結果に応じて、可変表示パターン種別決定用乱数（例え
ば、変動パターン種別判定用乱数）を用いて、可変表示パターン種別を複数種類のいずれ
かに決定する可変表示パターン種別決定手段（例えば、遊技制御用マイクロコンピュータ
５６０において、ステップＳ１０１，Ｓ１０２の処理を実行する部分）と、可変表示パタ
ーン種別決定手段により決定された可変表示パターン種別に含まれる可変表示パターンの
中から可変表示の可変表示パターンを決定する可変表示パターン決定手段（例えば、遊技
制御用マイクロコンピュータ５６０において、ステップＳ１０４，Ｓ１０５の処理を実行
する部分）とを備えていてもよい。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　予告実行手段が予告を開始してから、開始条件成立前判定手段の判定に対応する可変表
示の表示結果として特定表示結果が導出表示されたときに実行される有利状態が終了する
まで、新たな遊技球の始動領域の通過にもとづく予告実行手段による予告の実行を禁止す
る予告演出禁止手段（例えば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０において、ステッ
プＳ２２１，Ｓ２３２，Ｓ４５９の処理を実行する部分）を備えていてもよい。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　請求項１記載の発明では、遊技機を、予告実行手段が、開始条件成立前判定手段により
第１有利状態となると判定された場合と第２有利状態となると判定された場合とで、予告
演出において表示する画像の態様を異なる割合で選択して実行するように構成したので、
予告演出による遊技の興趣をより向上させることができる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　予告実行手段が、特定表示結果が導出表示される可変表示以前に実行される可変表示中
に予告演出を実行する場合に、予告対象画像の少なくとも一部の画像を同一態様の共通画
像で第１の所定回以上可変表示手段に表示させる予告演出を実行し、非特定表示結果が導
出表示される可変表示以前に実行される可変表示中に予告演出を実行する場合に、同一態
様の共通画像を含む予告対象画像の表示回数を第１の所定回未満にするように構成される
ことによって、同一態様による画像に対する遊技者の興味をより強くすることができ、遊
技の興趣をより向上させることができる。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　予告実行手段が、特定表示結果が導出表示された後遊技状態を高確率状態に移行させる
ときに予告演出を実行する場合には、予告対象画像の少なくとも一部の画像を同一態様の
共通画像で第２の所定回以上可変表示手段に表示させる予告演出を実行し、高確率状態に
移行させない場合に予告演出を実行するときには、同一態様の共通画像を含む予告対象画
像の表示回数を第２の所定回未満にするように構成されることによって、同一態様による
画像に対する遊技者の興味をより強くすることができ、遊技の興趣をより向上させること
ができる。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　予告実行手段が、同一態様の共通画像を含む予告対象画像を所定回以上表示手段に表示
する予告演出において使用されるが、同一態様の共通画像を含む予告対象画像の表示回数
を所定回未満にする場合には使用されない画像を所定の優先順位に従って決定するように
構成されることによって、予告中に表示される画像に対して遊技者をより注目させて、遊
技の興趣をさらに向上させることができる。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００２２】
　開始条件成立時決定手段の決定結果に応じて、可変表示パターン種別決定用乱数を用い
て、可変表示パターン種別を複数種類のいずれかに決定する可変表示パターン種別決定手
段と、可変表示パターン種別決定手段により決定された可変表示パターン種別に含まれる
可変表示パターンの中から可変表示の可変表示パターンを決定する可変表示パターン決定
手段とを備えるように構成されることによって、可変表示パターン種別の選択率を変える
ことによって当該可変表示パターン種別に含まれる複数の可変表示パターンに対応する各
々の演出の出現率を変えることができ、出現率変更に伴うプログラム変更を容易にするこ
とができる。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　予告実行手段が予告を開始してから、開始条件成立前判定手段の判定に対応する可変表
示の表示結果として特定表示結果が導出表示されたときに実行される有利状態が終了する
まで、新たな遊技球の始動領域の通過にもとづく予告実行手段による予告の実行を禁止す
る予告演出禁止手段を備えるように構成されることによって、有利状態が終了するまで新
たな予告が実行されず、複数回の遊技媒体の始動領域の通過におけるどの通過にもとづい
て予告が実行されたのかが把握しづらくなることが防止される。
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